
　本学では、桃の木リバーを愛する会、ボラ
ンティアサークルなど学生有志のグループや
サークルが、県内・市内各地で環境美化やが
ん予防に向けた啓発活動、子育て支援活動な
どを行っています。学生らの参加は、爽やか
な笑顔でイベントを盛り上げ、世代間交流や
活動の魅力向上、将来に向けた活動の継続な
どに貢献しています。学生達にとっても、各
種ボランティア活動は、自ら考え主体的に活
動する機会となり、大きな成長のチャンスと
なっています。

　県内の保健師、助産師、看護師、または准
看護師養成所の実習施設で実習指導を担当し
ている方や、今後実習指導者となる予定の方
を対象に、看護学実習指導者養成講習会を
開催しています。この講習会では、看護基礎
教育における実習の意義と実習指導者の役割
への理解を深め、効果的な実習指導を行うた
めに必要な知識・技術を学びます。

（厚生労働省認可、群馬県委託事業）

　放射線治療講習会、CT・MRI 研究会事業、
核医学研究会事業など、本学 MRI 装置や CT
装置などを用いた講習会の開催や核医学検査
に関わる継続的な講習会などを行っています。
また、医学物理士、放射線治療専門技師養
成のための医学物理セミナーを開催したり、
県内診療放射線技師、学生の研究支援事業
として、国際的な活動をする上での国際学会
発表支援講座の開催等も行っています。生活
環境の放射線とその測定に対する助言を行っ
たり、群馬県診療放射線技師会講習支援事
業のための講師派遣等も行っています。
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新型コロナウイルスと共存する時代の地域貢献

地域連携センター長
横山 京子

ごあいさつ

診療放射線学部 教授
瀬川 篤記

新型コロナウイルス (COVID-19) について

「コロナ予防 ～無理をせず、必要な対策をしぼって確実に～」

　日頃より地域連携センターの事業運営にご理解とご協力を賜り、
厚くお礼申し

上げます。

　本センターは、 県民の保健・医療・福祉の向上に寄与することを目的として
設

置され、 ９年目を迎えました。 今年度は、 新たな事業として 「看護師特定行為

研修課程」 を開始いたしました。 専門職を対象とする本課程と看護学教員養成

課程の２事業は、 新型コロナウイルスの感染予防策を講じた対面式授業とICT
を

活用した授業により実施しています。 他の事業は、 新型コロナウイルス感染症の

影響により積極的に展開できない状況ではありますが、 少しでも地域社会の発展

に寄与できるよう、 社会情勢に合わせて検討し慎重に取り組む方針です。

　保健医療専門職の教育研究および県民の皆さまとの交流の拠点として
どのよ

うに連携できるのか、 新型コロナウイルスと共存する時代の地域貢献を模索し

挑戦していきたいと思いますので、 今後ともよろしくお
願いいたします。

　現代の日本で暮らす私たちにとって、 交通事故に遭うリス
クをゼロにするこ

とは不可能に近いでしょう。
365日

、 一歩も外出しなければ可能かもしれませ

んが、 そんなことをすれば心を病むなど、 かえって健康を損なう可能性すら否

定できません。 しかし、
無理な横断をしない、 夜間に歩行する時は黒い服を

着ないといった安全対策を徹底すれば、 何もしない場合よりもリスクは確実に

低下します。 それでも決してゼロにはなりません。 コロナ対策も同じです。 近

くに人がいる時、 特に会話を伴う場面では必ずマスクを着用する、 マスクを外

す （＝自分の手で口や鼻に触れることが可能になる） 前に、 入念な手洗を確

実に行う。
個人でできる最も有効な対策は、 以上の２点です。 くどいですが、

コロナ感染症を100％
避けることはほぼ不可能です。 周囲に誰もいない状況で

も頑なにマスクの着用を続けるなど、 無茶ないし精神論的な行為に走らず、

必要な予防策を冷静に選ぶことが大切です。

群馬県立県民健康科学大学
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地域連携センター事業 看護師特定行為研修課程

「特定行為共通科目統合実習」を終えた課程生の感想

看護学部 教授 （研修責任者）

飯田 苗恵

本年４月、地域連携センター事業として看護師特定行為研修課

程が開設されました。特定行為区分は県内での必要性を検討し､

「呼吸器(長期呼吸療法に係るもの)関連：気管カニューレの交換」

「栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連：持続点滴中の高カロ

リー輸液の投与量の調整、脱水症状に対する輸液による補正」の

２区分３行為です。

県内５病院から５名が入学、４月から区分別科目に共通して必

要な共通科目６科目をｅラーニングで受講、単位修得しました。８～

９月は、４日間、学内で「特定行為共通科目統合実習」を行いまし

た。この演習・実習は、本学教員とともに特定行為研修への教育

経験が豊富な非常勤講師の医師及び県内で活動する特定行為研

修修了者、模擬患者の会などにご協力いただき、シミュレーション

教育を取り入れた充実した研修となりました。９月、10月は区分別

科目の講義･演習･OSCE（技術試験）を受け、11月からは協力病院

である自施設の指導医等のもとで臨地実習を行っています。

研修修了後は、専門性を高めた看護師が、自施設内での医師

や看護師との役割分担及び地元施設との連携の実情に即した特

定行為実践に関する協働・連携を創成し、チーム医療においても

医師との連携の要となって地域包括ケアシステムのキーパーソン

として活動できることを目指します。

 臨床推論では問診から様々な疾患を想定、フィジカルアセスメント等の情報か

ら疾患の鑑別を絞り込んでいく過程がとても楽しいと感じました。

 シミュレーション実習を通して、迷ったり判断に困ったときは全て抱え込もうとせ

ずに、医師へ相談することも大切であり、そのことが特定行為を安全に行うこと

や患者さんとの信頼に繋がっていくと感じました。

 多職種それぞれの視点でコンサルテーションを計画をすることで、患者さんの

安心に繋がることが分かりました。

 自施設での特定行為実践看護師としての役割を検討していかなければいけな

いと感じました。

ー地元で活躍する特定行為研修修了者の育成を目指して－

課程生（前列）と担当教員
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特集：コロナ禍における大学の取り組み

コロナ禍における大学の取り組みを振り返って群馬県立県民健康科学大学
学長

髙田
邦昭

学内の感染予防対策教職員、学生一人ひとりが、

感染予防対策を徹底しながら、

大学における学びの質を保つ

ために日々努力しています。

　昨年１月に日本で最初の新型コロナウイルス感染者が出て

から一年と少し経ちました。 一昨年末に中国の武漢から始まっ

た感染は、 世界中での大規模な感染へと広がり、 文字通りパ

ンデミックの状況となりました。

　小学校、 中学校、 高等学校への休業要請、 緊急事態宣言

の二度にわたる発出など、 日本社会は大きな影響を受けまし

た。 このような状況に直面し、 本学では危機管理規程に基づ

き危機対策本部を設置して対応に当たりました。 前期授業は、

遠隔授業ワーキンググループを中心に準備を進め、 ５月連休

明けから遠隔授業方式で開始しました。

　新入生や在学生へのオリエンテーションなども動画配信で行うなど、 初めての試みが多かったのですが、 教

職員の工夫と学生の協力により、 前期を無事に乗り切ることが出来ました。 地域連携センター事業の看護学教

員養成課程は、 基本的には大学院に準じて遠隔授業と対面授業を行いました。 今年度から始まった特定行為

研修課程は、 当初から基本e-ラーニングの予定だったので、 コロナ禍の中では比較的順調でした。

　感染もある程度落ち着いた後期は、 首都圏などが対象の緊急事態宣言が１月に出るまでは対面中心での教

育を行いました。 また、 公開講座については、 動画配信での開催となりました。

　感染状況は、 刻一刻と変わり、 ひと月前には予想だにしなかった事態になったことが一度や二度ではありませ

んでした。 このように、 対応措置をあざ笑うかのように急速に変化する感染と、 それに対応する国や県の施策と

も整合性を取りながら、 手持ちのリソースをどう配分するかという大学運営は困難なものでした。

　本学は、 建学の基本理念に、｢保健医療専門職を養成｣ し、｢県民の保健 ・ 医療 ・ 福祉環境の更なる向上に寄

与｣することを掲げています。 現在のコロナとの戦いにおいて、 社会で必要とされる看護師、 保健師、 診療放射

線技師の養成と高度化をはかり、 社会へ送り出していくことを最優先課題として大学運営に当たった一年でした。

群馬県立県民健康科学大学
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地域連携・キャリア開発センター事業紹介

● 県立病院・県内病院連携事業

● 公開講座・出前講座

● 放射線測定協力事業

● 情報発信事業

● 地域連携事業

● 健康寿命延伸プロジェクト

●目指す地域 貢献の方向性

● 健康福祉政策事業

● 看護学教員養成課程
● 看護学実習指導者養成講習会

● 看護師特定行為研修課程

● 看護職研究支援事業  「看護研究セミナー」と「看護研究個別支援」

診療放射線リカレント教育

×

ＭＲＩ技術講習会放射線治療講習会気管カニューレ交換実技試験

心臓血管センター

大学

がんセンター

小児医療センター

講義の模擬授業

演習の模擬授業

精神医療センター

公開講座の様子

出前講座の様子

講義：研究計画書の作成 講義：文献検索と文献検討 講義：研究における倫理 看護研究個別支援

● 地域の実態把握・課題分析・健康課題の明確化
● 調査研究・実践プログラムの開発・人材育成

科学的根拠に基づいた健康づくり対策の展開

群馬県健康福祉部
健康長寿社会づくり推進課

群馬県
健康福祉部

生活こども部

大学
看護学部

診療放射線学部

県民健康科学大学

看護学分野 診療放射線学分野

各病院が抱える課題解
決に向け組織レベルで
展開

● 指定研修機関として、群馬県内　
の慢性期・在宅医療等のニー
ズに対応し、手順書により一
定の診療の補助ができる看護
師を養成する機会の提供

● 授業ではｅラーニングを導入、 　 
働きながら学修できる環境を
準備

● 「看護研究セミナー」と
「看護研究個別支援」
による看護職者への研
究活動の支援

● テーマに合わせた担当
教員の決定、およそ９
か月にわたる個別支援

● 県民向けの「公開講座」「公開授業」「出前講
座」により本学の教育と研究成果を県民に
直接的に還元

● 看護師特定行為研修課程
● 県立病院・県内病院連携事業
● 健康福祉政策事業   
● 地域連携事業

● 看護学教員養成課程
● 看護学実習指導者養成講習会
● 看護職研究支援事業

● 大学や本センターの活動を広く県民に周知

● 県内他大学との協力・連携事業
● 一般住民・団体を対象とした講演・研修
● 桂萱地区・芳賀地区住民との協働
● 地域に開かれた図書館

● リーフレットの作成
● News Letterの発行（年３回）
● 地域貢献活動報告書の発行

● 他大学との連携、ボランティア活動により、
県民の保健医療福祉に寄与する地域に根
ざした取り組み

● 放射線測定に関する助言・研修会
● 測定値の解釈・評価・公開
● 対策の立案・実施に関する助言
　 「県民の安全安心の提供」

● ボランティア活動 
（地 域 およ び 病
院での活動）

県立の保健医療系大学とし て、大学が所有する知的財産
や研究成果などを、県民をは じめ広く関係機関、医療従事
者、行政などに対し還元する ことにより、県民の保健 ・ 医
療・福祉の向上に寄与する

情報交換
マッチング

● 認知症サポーター・
　 ステップアップ講座教材の普及活動
● 子育て講座プログラム政策・普及
● 群馬県保健福祉事務所等における胸部X線
　 撮影時の医療被ばく線量測定

● 情報発信事業       
● 健康寿命延伸プロジェクト
● 公開講座・出前講座

● 診療放射線リカレント教育       
● 放射線測定協力事業

●  県内の看護学教員を
目指す看護職者や病
院などで学生や後輩
看護師教育に携わる
看護職者への教育機
会の提供

●  大学の教育理念に基
づく独自のカリキュラム

（厚労省認可）
●  大学看護学部の看護

基礎教育と連動する
本学ならではの教育
展開

教員役

教員役

学生役

学生役

担当教員

担当教員

共
通
テ
ー
マ

● ４病院共通看護職員のキャリア開発の現状と課題
● 共同研究を通じた人材育成と大学への知の還元
● 備品の長期貸出
● 県内病院への看護教員派遣
　 「専門看護師・認定看護師による相談支援」

❶ �群馬県健康福祉部との共催による「元気に動こう・歩
こうプロジェクト」の推進

❷ �市町村との共催による「健康寿命延伸シンポジウム」
の開催

❸ �小規模町村支援事業（榛東村の健康づくり推進に関
する包括協定）

❹ �健康増進効果検証事業（群馬県立ゆうあいピック記
念温水プール）　　　　　　　　　　　　　　など

● 放射線治療講習会
● 診療放射線技師CT・MRI研究会
● 診療放射線技師継続教育等
● 群馬県診療放射線技師会講習支援
● 国際化研究支援
● 診療放射線技師核医学研究会

元気県ぐんま

研修会の様子 放射線測定の様子


